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平成２２年１１月１２日

横手市『栄小学校入口交差点』の
安全対策に着手します。

～安全で安心な交通と通学路の確保を目指して～

国道１３号横手市大屋新町の『栄小学校入口交差点』は、特に冬季の夕方
から夜間にかけてスリップ事故が多く発生しています。

このため地元住民・学校・警察関係者と８月２６日に現地点検を実施し、
１０月２６日には安全対策メニューを提示し意見交換を行いました。

今回の工事は７月に実施した「すべり止め舗装」に引き続き１１月中旬か
ら安全対策工事に着手しますので、お知らせします。

なお、来春に冬期間の対策効果について、関係する皆様と意見交換を行う
予定としております。

工事場所：横手市大屋新町 （約２００ｍの区間）

工事内容：・着脱式防護柵の設置
・縁石の着色
・自発光式視線誘導標の増設
・注意喚起標識の設置

工事期間：１１月中旬～１２月中旬
（天候などの条件により、変更となる場合があります ）。
※防護柵は平成２３年３月期に工事予定

秋田県政記者会、横手記者会、秋田魁新報社横手支局、秋田県南日々新聞記者発表先：

問い合わせ先

1-3湯沢河川国道事務所 湯沢国道維持出張所 湯沢市愛宕町五丁目

出張所長 松井 和彦 ℡０１８３－７２－１６６１（代表）
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脱着式防護柵 縁石の着色
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対策工事イメージ

７月実施「すべり止め舗装」後の現況


